
め,どういう状懐でどうなるかという力分咋モデ

ルを作成している｡

よく知られているように攻筋の筋緑維方向は多

様であり,側itVi筋も扇状であってどこの部伯が活

動すろかにJ:って力の大 きさも方向も5℃tなってく

る｡この串ヱ象は生休で測定不可能であるため,付

の形憶に韮づいて多和のシミュレーションモデル

を作った｡

これまでのモテリレは古いパーソナルコンピュー

ターで作成されていたが,一迎の計罪に長時間を

要したためあまり進展しなかった｡今年度は大容

Iit布達のマイクロコンピューターが研究室に設置

されたので,このコンピューターでシミュレーシ

ョンプログラムを再作成した｡

しかし骨の形暦に関して,従来下顎を中心に考

えたため,上顎のデータに乏しく,筋力シミュレ

ーションが難解なものに7:Sってしまった｡

そのため今年度は,詔投獄研究所において上顎

形態の計測用写i穴を投JlML,測定した｡

しかし,筋力を骨から推定することは以上の形

憤計測でも,当然のこと7:1がら,まだ不充分であ

る｡そのため最適な状態を模索するシミュレーシ

ョンプログラムを多数作成し,嘱次テス トしてい

る｡

ヒトの血清蛋白,ヘモグロビンの種屈特異性に

関する法医免疫学的研究

原 三郎 ･大島芙奈子 (久田米大 ･医 )

私共は先にHb吸宕ポt)スチレン(PS)ビー

ズを用いたELISA法による人血 証明法につい

て検討 し,この方法が従来の沈降反応に多くの点

で慣れ,人 ･猷血鑑別検査に極めて有用である旨

報告した｡

今回は,この抗原吸着ビーズを使岡するELISA

法を血1771蛋白質に適用し,ヒトならびに猿血frJ蛋

白門間の免疫化学的相互関係を考究することによ

って,人 ･m血鑑別上,最 も有用な指標となる血

弼蛋白Tiを選別したいと考え,全血網田白と,他

に血m蛋白TIの中からAlb,IgG,またはTLを

選び,それぞれを相打とする人血検盃法を試みた｡

すなわち,1次抗体としてItlfJ記各抗力榊こ対する

を使用し,各指標蛋白毎に,検体の検出感度,ヒ

トと判別可能な動物血の桂属などについて検討を

行った｡7:=お,検体には,ヒト,猿類13種,一般

動物 6種など計20種属の希釈血清を用いた｡また,

抗原吸着ビーズは,全血清蛋白とIgGの場 合に

は0.1%ヒト血清吸着PSビーズ,Albの場合に

はGlutaraldehyde(GA)処理後0.1%ヒトAlb

を結合させたPSビーズ,また,Tfの場合には

GA処理後0.10/oヒトTfを結合 させたPSビー

ズを用いた｡

その紙札 検休が全血m蛋白の場合には40-

400倍希釈血mlOJLeにて概ねオマキザル (クモ

ザルなど)以上の和用と,同じくAlbの場合には

400-4,000倍希釈牧にてオナガザル (ニホンザ

ルなど)以下のfir!I.･-1は ,IgGの切合には400倍希

釈攻にてオマキザル以下の柾周と,またTfの場

合には40-400倍希釈にてテナガザル以下の種

屈の動物血Frlとヒト血RrJとが,それぞれ判別可能

であった｡

以上のように,ヒトと一般･m物血T17との鑑別は,

今回の4つの方法とも的何の lTbの似合と同様に,

未吸収の抗血FrJを佼川しても容gJであった｡4種

の蛋白矧い,検此盛皮の両ではAlbを拍既とする

方法が応 も慣れ.また柁5℃.性の両ではTEを指標

とする方法が位も慣れた成約を示しT:｡

変性神経性疾患の実験的研究｡特に金属代謝に

ついて

矢野一郎 ･上林椛史郎 ･吉凹宗平 ･上嶋一

芳 ･吉益文夫 ･八糊苗郎 (和医大 ･医 )

私選は昨年度,ニホンザルを筋萎縮性側索硬化

症(ALS)の班f17発揺地に近 い条件下 (低Ca･

Mg,低ca･ME;百石Al)で6カ月間飼育し,実験群

で運動ニューロン変性を示唆する種々の初期変化

を純然した｡今回,地質学的,水質学的環境要因

の関与の有畑をより明確にする目的で,一年間の

拐Ig]投与の実験を行った｡現在,まだ実験を継続

中 (3月末まで )であり,最終的な結果は報告出

来ないので,これまでに得られた,一般症状の観

察と血液検査の結果を報告する｡

動物は次の3刑に分けた｡

7Tf脈の抗血frl(末吸収,各3-4ロッ ト),2次

抗体としてalkalinephosphatase班"n抗 IgG
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1.低Ca.Mg群 (2軌 Exp.1,2)

2.低Ca.Mg馬Alが(2頚,Exp.3,4)



3.高Al群(1頭,Exp.5)

現在までに得られた結果は次の如くである｡

a.行動及び一般症状の観察

各動物共,実験食を開始した時,拒食傾向を示

したが,吹;創こ食べる様になった｡低Ca.Mg食

に切り番えると動物は例外7:iく軟使,下荊症状を

示したが,普通食に戻すと翌日には正常使に復し

た｡尚,Exp.2の動物は10月未より下痢はきわ

めて軽度であったが,となりのケージより普通食

をとって食べていた可能性がある｡実験群の動物

で時に横臥するものも見られた｡Exp.1,4の重物

では7月中軌 血校が 1週間程見られたが,細菌

検査の結果は陰性であった｡又,Exp.8の動物

は8月末より歯肉炎による出血が観察された｡は

げしい下桐を示したにもかかわらず,動物の健朗

状fgiは比較的良好であった｡

b.仏式と四肢周囲長の変化

Exp.2,4.5の各動物は,体重 も四肢周囲長 も

伯調な増加を示したのに対し,Exp.1,3の動物

は'尖映じil始時より若干減少換向を示した｡

C.血枚検査

対P.al料こ比陵して,実験群の動物は共にCPK

他 ,LDH値の増加とCa.Mg値の若干の減少,

低Ca.Mg高Al群でA1-P値の若干の増加と,

NEFA伯の上昇が観察された｡その他の唱解質,

ZiE白,班,脂質等には著明な変化は認められなか

った｡

現在まで実験を継続中で,詳細な報告は病理的

検紫,金属分析等が終了した時点で行いたい｡

霊長類の上肢における筋 ･神経系の比較解剖学

的研究

小泉政啓 ･本間敏彦(噸天堂大 ･医)

詔長頬の上肢筋について,神経線維の解析の手

法を用い,筋の形成機序を検討する｡今年度は対

象を甑入校に限 り,テナガザル (2体3側 ),チ

ンパンジー(2休3側 ),ゴリラ(1体2側)の

耶折をおこなった｡

1.上腕域｡ヒトにおいては烏口腕筋 (cb)は筋

皮神経(MC)によって貫かれるのを特徴とする

が,テナガザル,ゴリラではMCはcbを貫かず,

チンパンジーでは貰く｡また,テナガザルにおい

てはcb枝はMC(C5･6)から独立し,C7(わ

ずかにC5･6)成分からなる｡しかもMCより

背側に属する｡チンパンジーではMCくC5･6 )

からのcb枝とは別に,C7主体のcb枝が存在する｡

この枝はMCより腹側にあり,むしろ前胸神経に

近い｡このように,MCの走行変異とcbの由来の

述いとの関連が示唆される｡今後はcb枝の筋内分

布,さらにはMCの分枝パターンと正中神経の関

連にも留意し.考察を進めていく予定である｡

A.前腕域｡正中神経の筋枝は,分岐するIIFl序と

その分布域がヒトでは一定している(本間｡解剖

蕊 ,80′,81′)｡チンパンジーではヒトのパター

ンに類似するが,個体によっては長掌筋が尺骨神

経の支配をうけているものもある｡テナガザルで

は践指屈筋の第2指への筋はヒトやチンパンジー

のように二腹筋ではなく,ひとつの筋脱よりなる｡

また,それぞれの支配神経はこまかな束でたばね

られているため,本幹よりの分岐部を決めるのに

困難があり,問題点が残されている｡

前腕屈筋の支配神経である正中神経と尺骨神足

の分布域は柾によって巽なることが知られている｡

著者らは,これらの変兎は一定の筋におこり,そ

の支配枝 も一定の分岐部よりわかれる枝であると

いう所見を得ている｡この所見をもとにして,筋

の系統発生の問題を考えたい｡

サル肝臓のカルポニル還元群衆の多様性とその

生理的役割に関する研究

沢田英夫 ･原 明 ･中山俊裕 (岐阜薬大 )

サル肝細胞Tf画分には4種のカルボニル化合物

還元酵素が存在することを既に報告したが,個体

差の有無を検討するためゲル破過により高分子出

と低分子丑酵素に分離した後,BlueScpharose

カラムでアポ酵素としショ糖密度勾配上で等昭点

分画を行った｡ニホンザルで3例,カニクイザル

で2例について検討したが,NA工)依存性アルコ

ール脱水素酵素に起因するかレポニル還元活性が

錠も強かった｡分子虫約3万の低分子出力ルポニ

ル還元酵素はいずれの個体でもpI8付近に少な く

とも3班の多形が認められたが,アルデ ヒド還元

酵素 (ECl.1.1.2)はpI4.5-5でこのような

等乾点の災なる多形は観察されなかった｡

カルポニル還元活性はミクロソーム細分中にも

矧陶質画分と同程度に存在したので,可溶化後,
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